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聖書のことば 

 

いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しなさい。これこそ、キ

リスト・イエスにおいて、神があなたがたに望んでおられることです。 

                  テサロニケの信徒への手紙一 ５章 16～18節 

 

 ４月７日に中学入学礼拝、８日に高校入学・始業礼拝をもち、2021年度が始まりまし

た。中高合わせて、1230名の生徒数です。一人ひとりが、神様の愛に支えられ、自分の夢

に向かい挑戦できる一年となりますよう、お祈りいたします。 

 ４月 10日から 25日にかけて、文化部の「春の公演」がありました。高校音楽部に始ま

り、中高吹奏楽部、中学演劇部、高校ダンス部、高校邦楽部、オーケストラ同好会、高校演

劇部、中高マンドリン部の公演・演奏会でした。コロナ禍の中、この場を持つことができ、

本当にうれしく思います。高３の生徒はこれで引退となった人もいます。これまでの取り組

み、ご苦労様でした。 

 今年は、体育大会を、高校グランドで、中学・高校別に行います。放課後には、高校生の

応援団の練習風景が見られます。一同に会して行う行事はこれしかありませんので、それが

できないのは残念ですが、体育大会ができること自体に感謝したいと思います。 

 今年も、コロナ感染症対策に取り組む１年間となりそうです。命を守ることは何より大切

なことですから、一人ひとりの自覚ある行動が学校生活を守るうえでとても大切です。昨年

度に引き続き、ご家庭のご協力どうぞよろしくお願いいたします。 

 そのコロナ禍の中、生活の変化がありましたでしょうか。家族で過ごす時間が増えたとい

う人も多いと思います。一方で、遠方の家族や親戚に会うことがなかなかできないこともあ

ると思います。どうぞご家族との時間を大切にしてください。 

また、自分が使うことのできる時間が増えたのではないでしょうか。デジタル化の真った

だ中ですが、本を読んでほしいです。「すぐに役立つことは、すぐに役立たなくなる。」とい

う言葉があります。「すぐには役立たない」真の教養をしっかり身につけてほしいです。 

 

（校長） 
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イースター特別礼拝 

｢イースター（復活祭）｣は、クリスマスとならぶキリスト教の大切な記念日です。私たち

の救いのために、自分を犠牲にして十字架で死んだイエス・キリストが “復活”したことを

お祝いします。太陰暦で定められたため毎年変動しますが、今年は、４月４日(日)でした。 

女学院では４月 17 日(土)にイースター特別礼拝を行い、日本キリスト教団廿日市教会牧

師の東歩先生より『まだ暗いうちに』と題してメッセージをいただきました。 

 中学の礼拝では、「中１の時、親しい友人が白血病で亡くなり、そのお母さんにいつもニ

コニコ笑っているあなたから娘は元気をもらっていたと感謝されたが、その笑顔はいじめに

あわないように自分を守るための偽りの笑顔だった。その友人に申し訳なくて自分を消して

しまいたいほど真っ暗闇の中に落ち込んだこと」、また高校の礼拝では、「(東先生の)お父さ

んが余命半年を宣告され亡くなった時、なぜだろうと苦しんだ体験」を通して、「皆さんも

生きていると悩みや苦しみや不安にぶつかることがあるけれど、イエスを失ったマグダラの

マリアが復活のイエスと出会い新しい命を生き始めたように、暗闇の中ですでに神様はあな

たと共にいて支えて下さっている、暗闇の先に必ず光があることを忘れないでほしい」と語

って下さいました。                        (宗教教育委員会)  

 

 

保健室だより（1） 

 新年度から約１か月。お子さまたちは、徐々に生活のリズムに慣れてきた頃でしょうか。 

 しかしその一方で、新しい環境での心身の疲れが現れやすくなる時期です。まずはしっか

り睡眠をとり、回復に努めたいところです。 

 昼間の日差しも、徐々に強くなってきました。朝晩と昼間の気温差が大きい

ため、服装選びなどに注意して、体調を崩さないようにしてください。また、

涼しい日でも１日1.5ℓは水分摂取できるよう、水筒などの持参をお願いします。 

 健康診断は、予定通り実施しています。検診結果は、所見のある場合にお知

らせしますので、お子さまと一緒にからだの様子を確認してみてください。                           

（保健室） 

心の健康（1） 

３月に卒業生を送り、４月に新入生を迎えて、今は中学生、高校生が全員そろいました。 

 今年度は４月５日からカウンセリングルームを開室しています。１人 30 分～40 分の面接

ですが、初日にも朝から夕方まで利用者がありました。相談内容はいろいろで、新しい環境

での学校生活に強い不安を感じるとか、進路選択に迷っている、また家族のことや人間関係

などです。１回の相談ですっきりと問題が解決するというわけにはいきませんが、自分の心

の中の考えや思いを言葉にすること、そして相手に聴いてもらうこと、この２つのことは自

分らしさを取り戻し、心の健康を保つ上で、とても大切なことです。 

 子どもは家庭と学校と社会という場で生活しています。そこには人間関係があり、人との

関係によって心もやすらぎ、逆に強いストレスにもなります。自分の思いを

言語化して、人に話してみること。そして人の思いも誠実に聴くこと。日々、

これらのことを心がけてみてください。 

（カウンセラー） 
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Global Issues (GI) 九州研修 

高２GI 選択生は、例年春休みに実施しているハワイ研修旅行に代わ

り、九州研修旅行（鹿児島県鹿児島市・知覧市、熊本県水俣市・阿蘇市・熊

本市）へ行ってきました。ヒロシマと同じく悲しみの記憶を抱える場所を訪れ、

たくさんのことを学び、感じ取って帰ってきました。 

初日に訪れた知覧特攻平和会館では、同年代の特攻兵たちが死へのカウントダウンが迫る

中書いた遺書を、涙ながらに１通ずつ丁寧に読む生徒たちの姿がとても印象的でした。 

また、語り部の方から直接お話を聞き、今いる私たちが一生懸命日々生きることが、命の

バトンを未来に渡していくことになるという力強いメッセージを受け取りました。 

２日目は、水俣市で水俣病についての学びを深める１日となりました。熊本学園大学で水

俣学を研究しておられる宮北隆志先生に特別講義をしていただいた中で、「公害が差別を生

むのではない、差別が公害を生むのだ」という言葉がありました。生徒たちは、この九州研

修旅行の直前に修学旅行で訪れた沖縄の基地の問題や、福島の原発の問題との共通点を考え、

講義のあとも議論を続けていました。 

最終日は、５年前の熊本地震で大きな被害を受けた阿蘇大橋、熊本城を見学しました。被

害の大きさを目の当たりにして、改めて被災者の方々へ思

いを寄せると同時に、たくさんの人々の力で着実に復興の

歩みを進めている姿にこちらの方がエネルギーをいただい

て帰りました。 

行く先々でたくさんの方にサポートをしていただき、実

り多い研修旅行となりました。ありがとうございました。 

（グローバル教育推進部） 

 

 

 

生徒会春の公演 

①第 37回高校音楽部演奏会 

春の公演シリーズのトップとして、４月 10日(土)にゲーンスホールに於いて、『第 37回音

楽部演奏会』を行いました。第１ステージは、日本の四季の歌シリーズ。第２ステージは、

部員が選んだポップスを中心に集め、衣装や振り付け、寸劇など工夫を凝らし楽しませてく

れました。第３ステージは宗教作品。アカペラで、音楽部員らしい透明感のある声がホール

いっぱいに響き渡りました。マスク着用での合唱も 1 年になります。その中でも、伝統とし

て受け継がれているものと新しく生み出されているものを紡ぎながら、部員と共に歩んでい

きたいと思っております。 

当日は、在校生・保護者の皆様・久しぶりに会えた OGの皆様をはじめ多くの方にご来場い

ただき部員の励みになったこと、演奏会を行うにあたってアナウンスや照明、受付など生徒

たちの協力を頂いたことに心から感謝します。ありがとうございました。 

（高校音楽部顧問） 
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②中高吹奏楽部 

４月 11日(日)、吹奏楽部は第 34回定期演奏会を開催いたしました。コンクールの課題曲

も含め、第１部は５曲を演奏。雄大な曲目も多く、伸びやかな音を奏でることができました。 

第２部では寸劇と共に嵐や鬼滅の刃等の有名曲

を演奏する Joinメドレーや、本校音楽科長谷川先

生のパイプオルガン演奏との共演もあり、ご来場

の方々にも楽しんで頂けた様子でした。 

ご協力頂いた多くの方々、そして何よりもご来

場して下さった方々、本当にありがとうございま

した。今後もどうぞ吹奏楽部への応援を宜しくお

願い致します。 

 

（吹奏楽部顧問） 

 

③中学演劇部 春の公演「MEMORIES」 

 ４月 14日(水)に春の公演「MEMORIES」(作・つむぎ日向)を上演しました。 

今回の公演では練習時から新型コロナウイルス感染症対策実施での練習だったため、なか

なかみんなで集まることができず、例年よりも難しい点がたくさんありました。また、練習

期間も短かったため、途中、本当に劇が完成するのか不安になったことが何度もありました。

しかし、部全員で助け合いながら練習を重ね、本番を迎えることができました。 

公演にはたくさんの方にお越しいただけました。始まる５分前などはみんな舞台袖で緊張

していましたが、いざ劇が始まると、練習の時のように堂々と演技をすることができました。 

本番中、実は色々とアクシデントが起こっていたのですが、そのアクシデントにもキャス

トとスタッフが息を合わせ、上手に対応することができました。今日の公演で、部員それぞ

れ、また新たに成長することができたと思います。 

公演にお越しくださった皆さん、そして、今回の公演に協力してくださったすべての皆さ

ん、ありがとうございました。 

（中学演劇部 部長） 

 

④高校ダンス部 

４月 15日(木)の放課後、ゲーンスホールにて高校ダンス部春の公演が行われました。昨年

度、春の公演が実施できなかったので、部員にとっては初めての 40 分間の発表となりまし

た。例年、衣装チェンジの間に観客の皆様をお待たせしてしまっていましたが、今回はそこ

に有志でのパフォーマンスを組み込んで流れが切れないように工夫をしたほか、この春で辞

められるコーチへの感謝とエールを表現したサプライズダンスも披露しました。アンコール

では、全員が白の衣装で登場し、この公演で引退となる高３のソロダンスもありました。い

ろいろと活動が制限される中で、無事に公演を行うことができ、また、平日の放課後にもか

かわらず多くの方に来ていただいて、大変感謝しております。どうもありがとうございまし

た。 

(高校ダンス部顧問) 
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中学校部活動 保護者対象説明会のお知らせ 

今年度も中学校部活動で、運動部・毎日活動する部を中心として、各部部員の保護者を対

象に、活動内容等に関する説明会を開催します。開始時刻・場所等の詳細については、後日

各部顧問から生徒を通して連絡があります（「未定」の部も同様です）。保護者の皆様はぜひ

ご出席ください。 

 

バレーボール部…６月５日(土)体育館２階で練習を見ていただいてから、中学３－１教室で

説明会を行います。 

バスケットボール部…大会結果により日程を決定します。 

卓球部…６月 19日(土)午後。 

新体操部…５月 22日(土)15：00～、中学３階被服室。 

ソフトテニス部…５月下旬に行う予定です。 

剣道部…５月 15日(土)ＰＴＡ総会終了 10分後から、10分程度説明します。 

ソフトボール部…５月 15日(土)学級懇談会終了後、中学２－５教室。 

マンドリン部…６月５日(土)14：00～、中学２階講義室。 

吹奏楽部…６月 19日(土)14：00～15：00、高校 201教室。 

演劇部…６月 15日(火)16：00～17：00、中学２階講義室。 

放送部…６月 24日(木)16：30～、中学２階講義室。          (中学生徒会顧問) 

 

 

生徒の活躍 

《中学》 

◇令和３年３月 28日「小倉百人一首競技かるた 第 51回全国競技かるた小・ 

 中学生」 中学１年生の部 Ｗ．Ｃ（２-５） 

第３回戦進出 

 

※「生徒の活躍」について 

この欄は、部活動・同好会の大会・試合結果等を掲載しています。個人については主催団体より学校に 

直接報告があったものを中心に、個人の報告によるものを載せています。 

報告は担任を通じて書面でお寄せ下さい。内容検討の上、掲載いたします。 

 

教職員の動向 

◇今年度の新任の先生は次の方々です。 

《教員》            《講師》 

白濵 翔太（国語）       吉田 絵理子（国語） 

コール ベンジャミン（英語）  前田 美和子（聖書） 

佐藤 純子（理科）       安藤 瑛啓 （地公） 

羽座 健太（理科） 

角田 萌花（養護） 

 

≪技術職員≫寺西 尚子 



- 6 - 

 

 

 

５月の行事予定表 

 

 

NC･･･ノークラブデイ 

※行事予定は変更になることがあります 

 

 

 

 

 

「わたしたちは目に見えるものではなく

見えないものに目を注ぎます。見えるも

のは過ぎ去りますが見えないものは永遠

に存続するからです」 

コリントの信徒への手紙二 ４章 18節 

 

『星の王子さま』という本の中に「大

切なことは目には見えない。心で見ない

と」という言葉があります。実はこの物

語は、イエス様の復活の物語とリンクし

ます。王子さまは砂漠で出会った飛行士

に、自分の星に帰ることを、「ぼく、もう

死んだようになるんだけどね、それ、ほ

んとじゃないんだ」と告げます。王子さ

まの笑い声から喜びと生きる力を与えら

れていた飛行士は悲しみに沈みますが、

王子さまはこれからもどこででも自分の

笑い声を聞くことができると約束し、最

初の言葉を繰り返します。 

弟子たちもまた、イエスの十字架の死

によって、一度は悲しみと絶望に沈みな

がらも、心の目でイエスと出会い直し、

消えることのない喜びと生きる力を与え

られました。私たちは目に見えるものし

かなかなか信じられない者ですが、多く

の人に読み継がれている聖書や『星の王

子さま』のメッセージに耳を傾けてみた

いと思います。 

(聖書科Ｔ．Ｍ) 

 

 

今月の聖句 

 

 

1 土 （L・総）

2 日

3 月 憲法記念日

4 火 みどりの日

5 水 こどもの日

6 木

7 金 40分授業 体育大会準備

8 土 体育大会(雨天の場合は中止)

9 日

振替休日(体育大会)

体育大会中止の場合は月曜授業

11 火

12 水

13 木

14 金 尿検査予備日

PTA総会

(午後)学級懇談会　 （L・総）

16 日

17 月

18 火 　　中間テスト(高1・2・3)　高1各種テスト

19 水 　　(中3)1限8：55～

20 木 　　(中1・2)1限8：55～15分休憩

21 金 　　　　　　　1限8：55～15分休憩

22 土 ミニ学校見学会②(3,4限) （L・総）

23 日 高3駿台全国模試(希望者)

24 月

25 火

26 水 中3内科検診(5,6限) ［NC］［EP］

27 木 中3内科検診(5,6限)

28 金

29 土 高3進研マーク模試

30 日

31 月 　面接週間(40分授業)　中間ﾃｽﾄ素点確認

10 月

15 土


